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１８・１・２９

議
員

最
近
の
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
ま
す
ま
す
悪
化

し
少
年
非
行
も
多
様
化
・
深
刻

化
し
て
い
る
。
こ
の
要
因
と
し

て
、
朝
食
の
欠
食
な
ど
食
習
慣

の
乱
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

す
で
に
欧
米
で
は
定
着
し
て
い

る
「
食
育
」
を
早
急
に
導
入
し
、

子
ど
も
の
食
生
活
の
改
善
を
図

る
べ
き
だ
。
①
平
成
17
年
７
月

食
育
基
本
法
が
施
行
さ
れ
た
。

食
を
め
ぐ
る
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
の
認
識
を
聞
く
②
本
市
は

食
育
推
進
基
本
計
画
の
策
定
を

検
討
し
て
い
る
か
③
食
習
慣
と

学
力
、非
行
と
の
関
係
を
伺
う
。

市
長

①
食
習
慣
の
乱
れ
と
、

食
の
安
全
問
題
の
台
頭
も
背
景

に
あ
る
。
食
を
選
択
す
る
力
を

習
得
す
る
食
育
が
必
要
だ
②
国

や
都
の
動
向
を
踏
ま
え
、
検
討

し
た
い
③
学
力
低
下
や
非
行
を

招
く
要
因
の
一
つ
と
考
え
る
。

議
員

学
校
で
の
食
育
の
推
進

に
つ
い
て
、
①
ど
の
よ
う
な
事

業
を
展
開
し
て
い
る
か
②
法
の

施
行
を
踏
ま
え
た
、
今
後
の
取

り
組
み
の
方
向
性
を
伺
う
。

教
育
長

①
学
校
給
食
は
、
食

育
の
推
進
に
お
い
て
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
る
②
学
校
・
家

庭
・
地
域
が
連
携
し
て
、
食
育

の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

食
育
の
視
点
を
踏
ま
え

た
、
学
校
給
食
な
ど
へ
の
地
域

産
食
材
の
活
用
状
況
を
聞
く
。

教
育
部
長

現
在
、
協
力
農
家

が
５
軒
、実
施
校
14
校
で
あ
る
。

全
校
に
拡
大
す
る
た
め
の
課
題

を
解
決
し
な
が
ら
取
り
組
む
。

議
員

食
育
の
推
進
は
、
地
域

運
動
と
し
て
す
そ
野
を
広
げ
る

こ
と
が
必
要
だ
。
地
域
に
お
け

る
事
業
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

保
育
園
の
栄
養
士
部
会

が
実
施
し
て
い
る
事
業
は
、
地

域
の
子
育
て
家
庭
向
け
の
食
育

の
取
り
組
み
と
し
て
重
要
だ
。

議
員

健
康
の
維
持
・
増
進
に

は
、
何
よ
り
も
自
己
の
健
康
管

理
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
の

う
ち
か
ら
能
動
的
な
健
康
管
理

の
習
慣
づ
け
を
サ
ポ
U

ト
す
る

施
策
に
、
一
層
取
り
組
む
べ
き

だ
。
ま
た
、
小
・
中
学
校
に
お

け
る
「
健
康
の
記
録
」
が
卒
業

を
機
に
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、

継
続
性
の
あ
る
記
録
と
し
て
、

市
の
健
康
診
査
等
に
活
用
さ
れ

る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連
携
す

る
体
制
を
検
討
せ
よ
。

教
育
長

記
録
を
保
健
学
習
の

中
で
活
用
し
て
い
る
。
よ
り
一

層
、
自
己
の
健
康
管
理
が
で
き

る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

議
員

都
内
の
あ
る
歯
科
医
師

会
で
は
、
大
学
の
歯
学
部
と
連

携
し
、
本
来
１
万
円
近
い
口
腔

が
ん
の
検
診
を
、
患
者
負
担
800

円
と
歯
科
医
師
会
負
担
の
数
千

円
で
行
っ
て
い
る
と
聞
く
。
市

民
の
健
康
増
進
に
つ
な
が
り
、

研
究
に
も
役
立
つ
連
携
を
、
本

市
で
も
率
先
し
て
模
索
し
、
推

進
す
べ
き
だ
。

市
長

現
在
、
前
立
腺
が
ん
検

診
で
、
市
が
補
助
を
行
い
、
不

足
を
三
鷹
市
医
師
会
が
負
担
し

議
員

社
会
の
多
様
化
・
高
度

化
・
情
報
化
に
伴
う
子
ど
も
の

変
化
や
、
教
育
が
抱
え
る
様
々

な
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
生

き
る
知
恵
と
人
間
性
を
豊
か
に

す
る
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
学
校
を
地
域
に

開
か
れ
た
も
の
と
す
る
と
と
も

に
、
学
校
の
経
営
責
任
を
明
ら

か
に
す
る
観
点
が
重
要
だ
。
今

後
の
教
育
制
度
の
あ
り
方
、
社

会
が
求
め
て
い
る
教
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
の
所
見
を
問
う
。

市
長

子
ど
も
た
ち
が
心
豊
か

に
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
け
る

環
境
の
整
備
と
、
地
域
の
市
民

が
適
正
に
学
校
運
営
に
参
画
で

き
る
体
制
づ
く
り
が
重
要
だ
。

議
員

市
で
は
、
全
校
に
学
校

運
営
連
絡
会
を
設
置
し
て
、
地

域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
る
。
委
員
の
固
定

化
や
、
開
催
回
数
が
年
に
３
回

程
度
な
ど
課
題
が
あ
る
よ
う

だ
。今
後
の
取
り
組
み
を
聞
く
。

教
育
部
長

引
き
続
き
、
地
域

の
市
民
が
学
校
運
営
に
積
極
的

に
参
加
で
き
る
よ
う
、
改
善
・

工
夫
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

学
校
・
保
護
者
・
地
域

議
員

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

施
策
や
事
業
の
体
系
と
し
て
、

住
民
協
議
会
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
行
政
は
地
縁
型
で
あ
り
、

白
紙
か
ら
の
市
民
参
加
方
式
の

「
21
会
議
」
は
テ
U

マ
型
で
取

り
組
ん
で
き
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
行
政
は
、
「
21
会
議
」
な
ど

を
包
含
し
つ
つ
、
協
働
へ
と
進

ん
だ
。
①
「
21
会
議
」
に
よ
る

市
民
参
加
方
式
の
検
証
と
、
協

働
の
関
係
に
つ
い
て
聞
く
②
協

働
を
進
め
る
上
で
の
、
市
民
の

担
う
責
任
の
考
え
方
を
伺
う
。

市
長

①
三
鷹
市
の
市
民
参
加

と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、

住
民
協
議
会
の
実
践
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
②
ケ
U

ス
・
バ
イ
・
ケ
U

ス
で
あ
る
。

議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
を
ど
の
よ
う
に
リ
ン
ク
さ

せ
、
連
携
協
力
・
活
用
し
て
い

る
の
か
。
取
り
組
み
を
示
せ
。

市
長

井
の
頭
住
民
協
議
会
を

中
心
に
展
開
し
て
い
る
地
域
ケ

ア
な
ど
は
、そ
の
典
型
と
な
る
。

議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン

タ
U

と
市
民
協
働
セ
ン
タ
U

の

関
係
や
、
将
来
的
な
機
能
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
新
し
い
潮
流
が
融

合
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は

力
強
く
進
む
も
の
と
考
え
る
。

議
員

三
鷹
市
の
協
働
の
あ
り

方
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り
は
重

要
だ
。進
ち
ょ
く
状
況
を
伺
う
。

企
画
部
長

平
成
17
年
度
中
に

策
定
す
る
た
め
に
、
現
在
、
調

査
・
検
討
を
進
め
て
い
る
。

議
員

市
民
協
働
セ
ン
タ
U

の

企
画
運
営
委
員
会
で
は
、
協
働

の
支
援
、
推
進
の
あ
り
方
の
研

究
・
調
査
は
進
ん
で
い
る
か
。

生
活
環
境
部
調
整
担
当
部
長

三
鷹
市
が
作
成
す
る
協
働
マ
ニ

ュ
ア
ル
（
仮
称
）
の
中
に
織
り

込
め
る
よ
う
、
進
め
て
い
る
。

議
員

行
政
の
役
割
転
換
に
よ

り
、
市
は
総
合
的
な
コ
U

デ
ィ

ネ
U

タ
U

機
能(

調
整
機
能)

を

重
視
す
る
と
し
て
い
る
た
め
、

市
と
し
て
の
主
体
性
と
責
任
が

薄
れ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

三
鷹
市
の
活
性
化
に
向
け
た
事

業
や
施
策
を
進
め
る
上
で
、
市

が
主
体
性
と
責
任
を
持
つ
べ
き

だ
と
考
え
る
。
所
見
を
問
う
。

市
長

行
政
サ
U

ビ
ス
の
質
を

高
め
る
に
は
、
行
政
が
コ
U

デ

ィ
ネ
U

タ
U

役
を
果
た
す
こ
と

が
必
要
だ
。
市
民
、
事
業
者
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
や
事
業
委
託

を
適
切
に
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員

旭
川
市
立
の
旭
山
動
物

園
が
経
営
危
機
の
時
、
職
員
自

ら
が
必
死
に
打
開
策
を
考
え
、

全
国
的
に
有
名
な
観
光
地
に
し

た
事
例
が
あ
る
。
商
工
振
興
推

進
に
向
け
て
、
職
員
が
熱
意
を

持
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
事
だ
。
見
解
を
伺
う
。

議
員

子
ど
も
た
ち
を
、
生
き

生
き
と
学
校
や
地
域
で
は
ぐ
く

ん
で
い
け
る
よ
う
、
子
ど
も
の

居
場
所
の
観
点
か
ら
伺
う
。
中

学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
、
①

学
習
指
導
要
領
に
は
示
さ
れ
て

い
な
い
が
、
存
続
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
。
総
体
的
な

位
置
づ
け
に
つ
い
て
所
見
を
聞

く
②
廃
部
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

原
因
は
な
に
か
③
顧
問
教
師
が

土
・
日
曜
日
に
指
導
し
た
場
合
、

休
日
の
変
更
等
の
配
慮
を
す
べ

き
だ
④
部
活
動
の
指
導
を
、
業

績
評
価
に
反
映
さ
せ
て
い
る
か

⑤
本
市
は
外
部
指
導
員
を
配
置

し
て
い
る
。
課
題
を
伺
う
⑥
イ

ン
タ
U

ン
シ
ッ
プ
を
部
活
動
の

指
導
者
に
活
用
で
き
な
い
か
。

教
育
長

①
子
ど
も
の
居
場
所

と
い
う
視
点
と
、
教
育
活
動
の

一
つ
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
立

つ
。「
部
活
動
検
討
委
員
会
」を

設
置
し
、
改
善
充
実
に
向
け
検

議
員

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ベ
ン
チ
ャ
U

企
業
で
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

不
足
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

支
援
策
と
し
て
、
地
域
の
人
材

を
活
用
す
る
登
録
制
度
の
運
用

が
必
要
だ
。取
り
組
み
を
聞
く
。

市
長

市
民
協
働
セ
ン
タ
U

で

登
録
制
度
を
開
始
し
、
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
支
援
を
図
っ
て
い
る
。

議
員

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
は
、
地
域
と
連
携
し

た
取
り
組
み
が
有
効
だ
。
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
U

の
施
設

を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
に

活
用
で
き
な
い
か
。

市
長

収
益
事
業
に
は
施
設
を

提
供
で
き
な
い
。
連
携
の
あ
り

公
明
党

川
原

純
子
　
議
員

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
・
地
域
で
支
援
体
制
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
・
地
域
で
支
援
体
制
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
・
地
域
で
支
援
体
制
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
・
地
域
で
支
援
体
制
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
・
地
域
で
支
援
体
制
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
・
地
域
で
支
援
体
制
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
・
地
域
で
支
援
体
制
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
・
地
域
で
支
援
体
制
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
・
地
域
で
支
援
体
制
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
・
地
域
で
支
援
体
制
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
・
地
域
で
支
援
体
制
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
・
地
域
で
支
援
体
制
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
・
地
域
で
支
援
体
制
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
・
地
域
で
支
援
体
制
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
・
地
域
で
支
援
体
制
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
・
地
域
で
支
援
体
制
を

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

学
校
・
地
域
で
支
援
体
制
を

市民の日常的な健康づくりを支援して
ほしい　　…三鷹市総合保健センター

（
６
面
へ
続
く
）

政
新
ク
ラ
ブ

伊
藤

俊
明
　
議
員

「
食
育
」の
普
及
・
啓
発
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

「
食
育
」の
普
及
・
啓
発
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

「
食
育
」の
普
及
・
啓
発
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

「
食
育
」の
普
及
・
啓
発
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

「
食
育
」の
普
及
・
啓
発
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

「
食
育
」の
普
及
・
啓
発
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

「
食
育
」の
普
及
・
啓
発
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

「
食
育
」の
普
及
・
啓
発
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

「
食
育
」の
普
及
・
啓
発
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

「
食
育
」の
普
及
・
啓
発
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

「
食
育
」の
普
及
・
啓
発
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

「
食
育
」の
普
及
・
啓
発
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

「
食
育
」の
普
及
・
啓
発
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

「
食
育
」の
普
及
・
啓
発
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

「
食
育
」の
普
及
・
啓
発
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

「
食
育
」の
普
及
・
啓
発
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

「
食
育
」の
普
及
・
啓
発
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
を

政
新
ク
ラ
ブ

榛
澤

茂
量
　
議
員

市
は
主
体
性
を
持
っ
て

三
鷹
を
活
性
化
せ
よ

市
は
主
体
性
を
持
っ
て

三
鷹
を
活
性
化
せ
よ

市
は
主
体
性
を
持
っ
て

三
鷹
を
活
性
化
せ
よ

市
は
主
体
性
を
持
っ
て

三
鷹
を
活
性
化
せ
よ

市
は
主
体
性
を
持
っ
て

三
鷹
を
活
性
化
せ
よ

市
は
主
体
性
を
持
っ
て

三
鷹
を
活
性
化
せ
よ

市
は
主
体
性
を
持
っ
て

三
鷹
を
活
性
化
せ
よ

市
は
主
体
性
を
持
っ
て

三
鷹
を
活
性
化
せ
よ

市
は
主
体
性
を
持
っ
て

三
鷹
を
活
性
化
せ
よ

市
は
主
体
性
を
持
っ
て

三
鷹
を
活
性
化
せ
よ

市
は
主
体
性
を
持
っ
て

三
鷹
を
活
性
化
せ
よ

市
は
主
体
性
を
持
っ
て

三
鷹
を
活
性
化
せ
よ

市
は
主
体
性
を
持
っ
て

三
鷹
を
活
性
化
せ
よ

市
は
主
体
性
を
持
っ
て

三
鷹
を
活
性
化
せ
よ

市
は
主
体
性
を
持
っ
て

三
鷹
を
活
性
化
せ
よ

市
は
主
体
性
を
持
っ
て

三
鷹
を
活
性
化
せ
よ

市
は
主
体
性
を
持
っ
て

三
鷹
を
活
性
化
せ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

宍
戸

治
重
　
議
員

地
域
に
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
せ
よ

地
域
に
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
せ
よ

地
域
に
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
せ
よ

地
域
に
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
せ
よ

地
域
に
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
せ
よ

地
域
に
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
せ
よ

地
域
に
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
せ
よ

地
域
に
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
せ
よ

地
域
に
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
せ
よ

地
域
に
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
せ
よ

地
域
に
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
せ
よ

地
域
に
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
せ
よ

地
域
に
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
せ
よ

地
域
に
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
せ
よ

地
域
に
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
せ
よ

地
域
に
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
せ
よ

地
域
に
開
か
れ
た

学
校
教
育
を
推
進
せ
よ

政
新
ク
ラ
ブ

石
井

良
司
　
議
員

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
の
あ
り
方
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
の
あ
り
方
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
の
あ
り
方
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
の
あ
り
方
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
の
あ
り
方
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
の
あ
り
方
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
の
あ
り
方
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
の
あ
り
方
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
の
あ
り
方
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
の
あ
り
方
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
の
あ
り
方
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
の
あ
り
方
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
の
あ
り
方
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
の
あ
り
方
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
の
あ
り
方
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
の
あ
り
方
を
問
う

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
行
政
と

協
働
の
あ
り
方
を
問
う

政
新
ク
ラ
ブ

後
藤

貴
光
　
議
員

市
民
の
健
康
増
進
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

市
民
の
健
康
増
進
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

市
民
の
健
康
増
進
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

市
民
の
健
康
増
進
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

市
民
の
健
康
増
進
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

市
民
の
健
康
増
進
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

市
民
の
健
康
増
進
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

市
民
の
健
康
増
進
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

市
民
の
健
康
増
進
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

市
民
の
健
康
増
進
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

市
民
の
健
康
増
進
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

市
民
の
健
康
増
進
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

市
民
の
健
康
増
進
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

市
民
の
健
康
増
進
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

市
民
の
健
康
増
進
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

市
民
の
健
康
増
進
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

市
民
の
健
康
増
進
を

積
極
的
に
推
進
せ
よ

方
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討

課
題
に
な
る
と
考
え
る
。

議
員

シ
ニ
ア
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
普
及

サ
ロ
ン
・
三
鷹
に
蓄
積
さ
れ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
地
域
の
他
の
組

織
に
も
広
め
る
べ
き
だ
。
普
及

の
た
め
の
施
策
を
示
せ
。

市
長

市
内
の
組
織
に
普
及
さ

せ
る
方
策
に
つ
い
て
、
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

議
員

市
の
業
務
の
委
託
等
に

よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

ネ
ス
を
行
う
事
業
者
の
自
立
を

促
進
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

こ
れ
ま
で
積
極
的
に
発

注
等
を
行
っ
て
き
た
。
今
後
も

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

助
役

商
工
振
興
の
中
心
は
事

業
者
だ
と
考
え
、
市
は
そ
れ
を

支
援
す
る
施
策
を
推
進
す
る
。

議
員

地
域
経
済
の
活
性
化
に

向
け
て
、
観
光
等
地
域
の
資
源

を
利
用
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

事
業
は
何
か
。
そ
れ
ら
の
経
済

波
及
効
果
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

市
長

新
選
組
関
連
の
観
光
事

業
、
商
店
街
の
振
興
事
業
等
を

計
画
し
て
い
る
。
経
済
波
及
効

果
の
推
計
は
困
難
で
あ
る
。

議
員

長
期
計
画
を
支
え
る
の

は
、
安
定
し
た
財
政
で
あ
る
。

お
金
は
出
来
る
だ
け
市
内
で
使

い
、
市
内
で
回
し
、
観
光
や
企

業
の
本
社
機
能
誘
致
で
お
金
が

三
鷹
に
流
れ
込
む
よ
う
に
す
べ

き
だ
。
財
源
確
保
に
向
け
て
、

的
確
な
商
工
振
興
策
が
必
要
だ

と
考
え
る
。取
り
組
み
を
聞
く
。

市
長

市
立
ア
ニ
メ
U

シ
ョ
ン

美
術
館
や
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム

と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

て
い
る
。
今
後
も
こ
う
し
た
連

携
に
は
意
を
用
い
る
。

議
員

平
成
18
年
度
か
ら
、
介

護
保
険
料
を
財
源
に
、
市
が
介

護
予
防
事
業
を
推
進
す
る
。
課

題
は
引
き
こ
も
り
が
ち
な
高
齢

者
の
健
康
増
進
で
、
地
域
団

体
・
診
療
所
等
と
の
連
携
が
必

要
だ
。
ま
た
、
事
業
の
委
託
に

お
い
て
は
、
そ
の
効
果
を
見
極

め
、
既
存
組
織
に
限
ら
ず
門
戸

を
広
げ
、競
争
性
を
担
保
せ
よ
。

健
康
福
祉
部
調
整
担
当
部
長

地
域
ケ
ア
の
取
り
組
み
と
の
連

携
と
業
者
選
定
の
競
争
性
の
担

保
を
心
が
け
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
防
災
対

策
／
産
業
連
携
支
援
に
つ
い
て

住
民
が
情
報
を
共
有
し
学
校
運

営
に
参
画
し
て
い
く
に
は
、
評

価
委
員
会
の
機
能
を
生
か
し
、

外
部
評
価
の
活
用
を
図
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。所
見
を
示
せ
。

教
育
長

評
価
委
員
会
の
機
能

の
改
善
や
外
部
評
価
結
果
を
教

育
内
容
等
の
改
善
に
反
映
で
き

る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た
い
。

議
員

学
校
運
営
連
絡
会
と
異

な
り
、
責
任
と
権
限
を
与
え
ら

れ
た
学
校
運
営
協
議
会
の
あ
り

方
と
、
そ
れ
に
と
も
な
う
学
校

評
価
、
外
部
評
価
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
考
え
を
聞
く
。

教
育
部
長

保
護
者
・
地
域
の

意
向
を
把
握
し
適
正
に
評
価
で

き
る
よ
う
充
実
を
図
り
た
い
。


